
伊丹市立笹原中学校の UD見学を終えて 
                                   令和５年 １１月号（No.３）  発行 LD等支援教育研究会 

                                                                      （文責 小山享子） 

笹原中学校のあゆみ 

ユニバーサルデザインに特化した環境と授業改善を中心に数年前から取り組まれています。笹トレ（教えあい学

習）はその取り組みの一つとして始まりました。数年が経過していますが笹トレは受け継がれ、笹原中学校の文化に

なっています。今年度は１１月に研究発表を控え、主体的・対話的で深い学びを促すプロジェクト型学習の創造を

テーマに思考力・判断力・表現力の育成を目指されています。教室の UDや授業での UDは研究の内容の一環と

して捉えられています。 

 

環境面： 掲示物の工夫 

       椅子の騒音防止のための工夫（硬式テニスボールを利用） 

       視覚支援の充実（今何をするのかを明確にしている） 

笹トレ： グループでの異学年教えあい活動 （数学） 

目的 ： 基礎的・基本的な知識技能の習得を図る 

先生役の生徒はアウトプットすることで学習定着、ピアサポートによる学習意欲の育成を図る 

【実施要項より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



以上が笹トレの取り組みの概要です。実際に見学したところ生徒たちは特別な様子もなくいつも通りの取り組みと

して３年生のティーチャーが２年生に丁寧にやさしく、わかりやすく教えていました。２年生もわからないところを質

問して「わかった」「あっそうか」と安心して学んでいました。 

次に、今年度の笠原中学校の研究主題と具体的な取り組みについてです。 

１１月に予定されている研究発表に向けての研究構想図です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今回は、笹原中学校の UDについて見学させていただきましたが、昨年度から今年度にかけて取り組まれているプ

ロジェクト型学習や笹スタ５の徹底についてもとても興味深いものでした。ぜひ１１月２９日の研究発表にも参加さ

せていただきたいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各クラスに掲示されている

SASAHARA スタイルです 

美しい姿勢・声の大きさ・ 

話し合いの約束・ 

各クラスに掲示されている

笹スタ５です 

学習のめあてや授業の流れ

が明確になっています 



  

オセロ de漢字 

佐々木有先生（御池中） 

髙田先生（洛北中） 手書き編 
漢字 

理科・社会 

数学・英語 

原盤（ネットより） 

英単語 

漢字 

自己理解（ライフスキル） 自己理解（自分自身） 

★なかなか学習に気が向かず、前向

きに活動しにくい生徒に、「好き」を

生かして開発された教材。 

 

★オセロを進める中で，コマを置く時

に、書かれた内容を読んだり、教師

が置いたところを読んだりする。 

 

★答えは調べたり、解答を置いといた

り、探しながらというのもできる。 

★ネットやゲームの世界で今起こ

っていること 
（玉置先生・伏見/山口先生・四条） 

★教員・保護者に向けた 

教育支援図書（山口先生・四条） 


